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■のと･七尾再生崇り	 ■のと･七尾女性起業塾

地元でがんばっている人や､注目のモノ ･情報など､地域の資源 家事や育児､介護と両立しながら､自分ひとりでビジネスを始め

を広く市民に PRするとともに異業種交流を推進する催しです｡ る自己I邑用も起業 ･再就職の選択肢の一つであり､元気な女性を

平成 19年度は農林水産業からサービス業まで 44社がブース 育てることは地域経済の活性化に欠かせないとの視点から､平成 

出展し､試飲 ･試食､伝統工芸の実演や各種イベントを実施しま 19年度より開講しています｡起業を目指す女性､既に起業して

した｡自分ごととして改革に取り組み､より地域に貢献している いる女性を対象にした 2コースがあります｡平成 19年度は金沢

人を表彰する ｢七尾再生元気大賞｣の発表も併せて行われました｡ 市のチャレンジショップにも出店しました｡

嘉等境の層望
と ･七尾人間塾は第五期まで実施 し､塾生 100人の輩出を目標にしています｡

の これまでの活動を通 じて､企業間の交流や連携の可能性を探ろうとする人的ネ ッ トワークが形成されつつあり

ます｡人間塾の修了生も増えた今､修了生同士が新たな組織的な連携活動を始動すること､また人間力を高めた塾生に

よって企業内の改革実践がさらに進むことが期待されます.

さらに人間塾では､｢人を育てるということは継続が大事｡いったん止めてしまってはゼロに戻って しまう｡｣(小川さん)と

の思いから､人間力を人材育成に活かし､将来的には能登全域を対象に人材育成をするということも視野に入れています｡ 
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/ LLL ｢21世だCOEプログラム｣とは､日本に世界最高水準の研究教育払点(etr f xellne 研究水準の向上cne o ec ec)を形成し､

と世界をリードする81道的な人材の育成を図るため､平成 14年度から文部科学省が実施している事革｡｢知鮭科学に基づく

ZltB蒙 l 科学技術の創造と実携｣は､本学で採択された+初の COEプログラムであり､平成 15年度から始まって今年が5年目､

すなわち最持年度にあたる｡本プログラムでは先端科学技術の研究の壕､さらに社会のあらゆる状況において､イノベーション

亡や プログラム	 を起こすための細筆創造プロセスの研究､そして､それを担う人材としての｢先lのコーディネータ｣｢知のクリエータ｣育成に

取り組んでいる｡文理融合を､マテリアルサイエンス研究科 (理系)と知藩科学研究科 (広い意味での文系)の連携プロジェクト

という形で実護している点が､本 COEの大きな特色で香る｡ 
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■ 提訴再生プE)ジ工ウ卜が始Eb 養 田亡･t:尾̂ qtカリキュラム (第三期:平成 19年 8月23日～平成 19年 12月 19日のもの)

尾市は平成 16年 10月に七尾･田鶴浜･中島･能登

七 島の 1市 3町が合併して､新･七尾市としてスター

トしました｡現状としてlま少子高齢化､過疎化が大きな問是喜

になっています｡地域を支える産業についても､事業所数は

年々減少し､そこで働く従業員の数も激減しています｡こう

した現状を打破しようと､新･七尾市の市長選で経済再生を

公約に掲げた武元文平市長のもと､平成 17年度より七尾

市では経済再生プロジェクトがスター トしました｡4月に

｢経済再生プロジェクト推進室｣が置かれ ｢経済再生戦略

会議｣(4回)がスタート｡ここに J ST知識科学研究科のAI

近藤教授がコーディネータとして参カロし､人口減､過疎化､

中心市街地の衰退など七尾市の現状の姿や､何をしなけれ

ばならないかを具体的に討議し､市独自の ｢七尾市経済再生

戦略プラン｣を策定しました｡また経済再生戦略会議では､ 

l』産業 脚̂を胃成す五 間̂塾
間塾には毎年､農業や水産業･商業･観光業･サービ

人 ス業等の従事者､または経営者などさまざまな立場

の市民が参加し､近藤教授指導のもと｢四画面思考法｣によ

る改革実践研究を実施しますoこれは｢現状の姿 (事実把握)｣
から､｢ありたい姿 (夢や理想)｣を描き､次に｢なりたい姿 (冒

標戦略)｣を明示し､そのための ｢実践する姿｣を描き出す思

考法で､その過程を通して､塾生の思考力や想像力を引き出

して伸ばすとともに､実践に結びつけていくことを目標と

経済再生の最大の課題は､能登の未来を担う人づくり､地域

産業の活力作りにあると考え､地域の未来を創 り出す

リーダーを育成することを目的に､平成 17年 6月より産学

民官連携の ｢のと･七尾人間塾｣を立ち上げました｡

七尾の未来づくりを目指して集合

を得ることができます｡またクループ討議ではそれぞれが

四画面に加えて改革実践提案書の作成を進め､最後のプレ

ゼンテーションで発表します｡

なお経済再生プロジェクト推進室では円滑に全講義を受講

してもらえるよう､欠席者のフォローアップも行ってい

ます｡行政がこうした ｢人づくり｣に取り組む例は全国でも

例がなく､のと･七尾人間塾の活動は県内外から広く注目を

集めています｡

日時 一部 (基調講演) 二部 (改革実践研究)

第 1講 オリエンテーション
●特別講演 ｢人間力と技術力の二刀流でのと一七尾を元気にする｣近藤修司/ JAIST教授
●●自己紹介.班編成8月23日(木巨亘垂 ≡垂垂司)

●｢物づくり産業と技術力｣佐 木々場盈/ (樵)サン.アロイ代表取締役会長 改革事例紹介 砂崎友宏/ (樵)朝日電機製作所(いしかわMOTシンジケート幹事)●●交流第2講 9月13日(木E垂亘三重画) 

●｢ピンチはチャンス｣山口成俊/山成商事㈱代表取締役社長 グル プで気づさの見える化各各自テーーマ設定●●●SWOT分析第 3講 E10月4日(木垂亘∋垂 )司

第4講 ●｢能登.七尾の活性化｣
小田禎彦/ (樵)加賀屋代表取締役会長

) ●改革実践提案書の作り方
●各グループで気づさの見える化

10月25日(木 
巨垂亘≡垂亘司

先進地 日月2日(金) ●(樵)PFU

亘垂] ● 芳珠記念病院医療法人社団和楽人視察 [垂亘三二

第5講 ●｢地域経済における企業の役割｣
大林重治/のと共栄信用金庫理事長

) ●各グループで気づさの見える化
●個別相談

日月ー5日(木 
匝垂 ≡垂司

中間ゼミ ●個人ワークと個別指導 
●プレゼンテーション能力の向上

)11月25日(日 
[垂亘≡:亘垂]

第6講 12月9日(日) プレゼンテーション

しています｡

具体的には先進地視察や中間ゼミを含め全 8回のカリキュ

ラムが組まれています｡通常の講義では前半に地域リーダー

の講演が行われ､後半に各々が抱える課題を話し合い､目標

を立て､戦略を考え､具体的に実践する姿を描いていくグ

ループ討議を実施します｡講演とクループ討議を通して､塾

生がそれぞれの "気づぎ を語り合うことで､新たな"気づf"

塾生白身の課題を考える 

人間塾では平成 17年度 (一期生)は 22社 27人､18年

皮 (二期生)は 21社 25人､19年度 (三期生)は 17社 

25人の修了生が誕生しました｡人間塾は国を重ねることに

市民の間に浸透し､積極的に参加する企業､事業所も増えま

した｡参カロした塾生が企業に ｢四画面思考法｣を持ち帰る

など､個のモチベーションが企業全体のモチベーションに

つながりつつあります｡

二ノプレゼンテーシヨ

受訴生による四画面の展示 

I 紺̂亡ZQ域資悪を活用す五

尾市では企業誘致プロジェクトが始動し､企業誘致に

七 も全力で取り組んでいますが､すぐに結果に結びつく

ほど甘くはありません｡そのため七尾市としては今ある資源

や既存の産業､たとえば温泉や食､充実した医療･福祉施設

などを活用して､内発的な活性化をねらっていくことを重視

しています｡和倉温泉と医療･福祉施設の連携によるヘルス

ケアをテーマとした滞在型観光や､地場の野菜や海の幸の

ブランド化などの検討･実践も進められています｡人間塾は
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オフイス用の小さな四画面

その原動力となると期待されています｡

また､経済再生に向けては､企業や民間人だけでなく､市職

員も意識改革を図り､人間力を高めなければならないとの意

識も高まっています｡これまでの行政には地域を経営として

考える視点や､これに中心になって取り組む人材が欠けてい

ました｡しかし人間塾の始動に伴い､塾に率先して参加する

市職員も増え､また市役所内に｢自治体経営を考える会｣が

発足するなど､七尾市は大きく変わりつつあります｡ 
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お話をお聞きした方 ･小川幸彦さん (七尾市産業部産業政策課課長 経済再生プロジェクト推進室長) :

･瀧音 悠さん (同推進室 主幹) ･倉田 克典さん (同推進室 主事) : 
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